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研究成果の概要（和文）：本研究は、持続可能な社会の実現に向け、子どもから高齢者まで、障がいの有無や国
籍にかかわらず多世代で共に創るコミュニティ・エンパワメントのプログラムを開発し、その効果を科学的に検
証することを目的とした。多世代で共創するプログラムを住民自らが提案することで、多世代交流による認知症
予防や虐待予防、緊急時の共助、インクルージョン、ネットワークづくりの促進を根拠づけた。
多世代で楽しむ住民主体のプログラムを開発し、継続的に活動を共有する機会を作り、その効果を年代別に解析
した。少子高齢化時代に適合した持続可能な地域活性化とともに、新たなコミュニティ・エンパワメントモデル
を構築した。

研究成果の概要（英文）：We developed inclusive programs on intergenerational community empowerment 
for sustainable society and evaluated their effects. All the citizens living in the city were asked 
to give ideas for the programs. 
Through these procedures, the citizens have become very motivated, because they feel that these 
programs were their own. This caused them positive effects on prevention of dementia and abuse, 
emergency mutual support, inclusion, and networking. It is important to nurture the feeling of 
efficacy and comforts to promote affiliation. This new empowerment model is effective to realize 
sustainable community for all citizens enjoy together, regardless of age, health condition, and 
ethnicity.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
子どもから高齢者まで、障がいの有無や国
籍にかかわらず多世代で共創するコミュニ
ティ・エンパワメントは、街づくりイベント
などで強調されている。しかし、保健福祉の
視点からその効果についてコホートを用い
て科学的に明らかにした研究は、国内外で乏
しい状況である。 
著者らは 25 年以上にわたり、コミュニテ
ィ・エンパワメントに関する地域コホート研
究を用いた実証研究を継続している（安梅、
コミュニティ・エンパワメントの技法、医歯
薬出版、2005）。多様な当事者を巻き込む多
世代共創プログラムの効果測定により、科学
的な根拠に基づく実用性の高いコミュニテ
ィ･エンパワメントのプログラムの開発が可
能となる｡ 
 
２．研究の目的 
本研究は、持続可能な社会の実現に向け、
子どもから高齢者まで、障がいの有無や国籍
にかかわらず多世代で共に創るコミュニテ
ィ・エンパワメントのプログラムを開発し、
その効果を科学的に検証することを目的と
する。 
本研究では多世代で共創するプログラム
を住民自らが提案することで、多世代交流に
よる認知症予防や虐待予防、緊急時の共助、
インクルージョン、ネットワークづくりの促
進を意図する。 
多世代で楽しむ住民主体のプログラムを
開発し、継続的に活動を共有する機会を作り、
その効果を 25 年継続している全住民追跡調
査の軌跡分析により年代別に解析する。少子
高齢化時代に適合した持続可能な地域活性
化とともに、新たなコミュニティ・エンパワ
メントモデルを構築するものである。 
 
３．研究の方法 
（１）持続可能な社会の実現に向けた多世代 
共創エンパワメントプログラムの 
モデル開発 
1）国内外の多世代共創プログラムの開発
過程、内容、評価の系統的レビュー、2) 25
年間追跡データの分析結果、3) 住民と専門
職のフォーカス・グループ・インタビューに
より得られた情報、4)プログラム実施による
プロセス評価、6）プログラム実施のアウト
カム評価、を総合的に分析し、統計的妥当性
及び臨床的重要性を加味しながら、プログラ
ムのモデルを開発する。 
 
（２）多世代共創エンパワメントプログラム 
の効果に関する科学的な根拠の提示 

 25 年間追跡調査データに開発した評価指
標を適用し、対象の年齢、性別、身体機能な
どの特性別に、プログラムの精神面・身体面
への効果の軌跡とその関連要因を科学的な
根拠として提示するとともに、介入研究によ
るプログラムの妥当性を明示する。 

 
（３）持続可能な社会実現に向けた多世代 
共創エンパワメントプログラム普及化 
地域や施設機関において、多世代共創プロ
グラムを用いたコミュニティ・エンパワメン
トを促進するため、具体的な活用につなげる
さまざまな形の実践例を提示する。 
子どもから高齢者まで、住民、専門職、近
隣地域などに向けて、実際に活用する際の目
的、方法、進め方のコツ、把握する必要のあ
るポイント、予測される成果などを詳細に解
説したホームページを作成し、広く利用可能
とする。 
 
４．研究成果 
（１）多世代共創エンパワメントプログラム 
 住民調査結果 
持続可能な社会の実現に向けた多世代共
創エンパワメントプログラム調査の結果、多
世代共創を促進する要因は、外出や人と接す
るなどの「社会との関わりや外出」「運動を
すること」「クラブや地域グループへの参加」
「他者との交流」「新聞や本、ニュースなど
を見る」「カラオケ」「役割をもつこと」など
の意見が多く得られた。人と交流する機会の
重要性や趣味や余暇に関する意見が多くあ
がり、日常的にはあまりこれまで接すること
のなかった他世代との交流を含めた多世代
交流や、コミュニティづくり、趣味、役割創
出などの生きがいづくりの支援の必要性が
示された。 
さらに持続可能な社会の実現に向けた生
活支援へのニーズでは、病院やリハビリ施設
への「送迎サービスの充実」や「病院へのタ
クシー送迎制度の見直し」「福祉タクシーチ
ケット券の上限設定の見直し」など医療機関
と自宅間の送迎に関する制度への要望の声
が多くあがった。 
また、「話し相手づくり」へのニーズや、
１人ひとり状況が違う中での制度の垣根を
越えた「段階や個別性に合わせたサービス」
の必要性に関する声が多く聞かれた。今後得
られたニーズをもとに、さらなる細やかな包
括的な多世代共創エンパワメントプログラ
ムの開発が期待される。 
ニーズの抜粋を下記に示す。 
 
１）多世代共創に効果的な要因  
・社会との関わりや外出 
・クラブや地域グループへの参加 
・多世代との交流 
・脳トレ 
・畑仕事 
・趣味 
・カラオケ 
・無理をしない 
・機能低下の早期発見 
・生活の中で頭を使う 
・認知症について勉強する 
・運動すること 



・規則正しい生活 
・新聞や本、ニュースなどを見る 
・自分でできることは自分でする 
・目標を持ったり自分の思うよう生きる 
・健康的な食事への関心 
・役割を得ること 
・指先を動かす 
・喪失などイベント後のメンタルケア 
・家事などをする 
・オリジナル体操実施 
   
２）生活支援ニーズ 
・送迎サービスの充実 
・買い物支援、家事手伝い 
・訪問サービスの充実 
・物品の貸し出し 
・細やかなデイサービスの充実 
・福祉タクシーチケット券 
・見守り支援 
・夜間の預かり 
・病院へのタクシー送迎制度の見直し 
・介護者家族支援の充実 
 
（２）多世代共創エンパワメントプログラム  
専門職調査結果 
以下に具体的な発言を抜粋し記載する。 
１）仲間づくり 
「仲間づくりをしていこうと検討してい
ます。仲間づくりを通して活気が出て元気に
なってくれればいい。活気で出て元気なお年
寄りが増えれば、いずれは国民健康保険の医
療費が減るのかなと、そういう街になればい
いなと思っております。」 
２）多世代交流  
「高齢者は子どもとふれあいたいといわ
れます。高齢者と子どもが触れ合えるような
機会が必要です。昔は子どもたちが教室など
にきて交流があったようです。くる側にメリ
ットがないので、スキルをもてるような凧あ
げ講座をやって凧あげを教える高齢者を保
育相談に派遣するとか、そうすれば互いにウ
ィンウィンになるのかなと思っています。」 
３）楽しみ、生きがい創出  
「バスの添乗もそうですが、クラブに見え
た方のお昼ごはんまでの間、ロビーを借りて
折り紙なり、お手玉とか、脳トレをやってい
ます。折り紙で傘をつくったり、鶴でも羽が
いっぱいあるものをつくったり、年寄りにな
ってくると手先を使うことが少なくなって
久しぶりに鶴を折ったわとかどうやって折
るの？と会話しながらああ、思い出した。孫
に教えようとか笑顔が出る、楽しいことを見
つけてもらえてよかったなと思っています。
これからもアイデアを見つけて進めていき
たいと思います。」 
「今まで高齢者の施策は課題解決のため
のもので、住民のニーズがあって、それをど
うやっていくかというところでやってきま
した。それだけではなく、楽しみや生きがい
つくりを、これから重点的にやっていかない

といけないかなと思っています。楽しみのた
めに元気でいよう、運動をがんばろうと、目
標のために努力していけば介護予防につな
がり、医療費が安くなる最終の目標につなが
っていきます。マイナスを補うのではなく、
一人ひとりの住民がもっている力、やりたい
ことを実現するためのきっかけになること
を見つけられたらなと。」 
「仲間づくり、生き甲斐づくりを考えさせ
られます。家族の中で居場所があり、お年寄
り扱いされるのではなく、90 歳、95 歳の方
も家族の方が本人さん自身に任せているん
だなと感じました。生き甲斐づくり、自分も
こんなことができるということを考えてい
けたらいいのかなと思いました。」 
４）住民の声に根差した活動  
「社会福祉協議会として何ができるか、ま
ずは地域、住民の方とふれあい、その中から
要望を吸い上げて、できることはやっていけ
ればいいな、できないことは関係部署へ下ろ
して、できる限り住民の要望が叶うようにみ
んなでやっていければいいかなと思ってい
ます。」 
「社会福祉協議会として見守り訪問をす
る。ホームセンターにいきたいわ、という声
があったのでホームセンターへのお買い物
ツアーをやろうと、事業を起こしたんです。
一つのニーズだったんですが、実際にやって
みると申し込み者が 4人だったので 4人のニ
ーズがあった。そういうことがさらに入れら
れたらいいなと。足元の事業計画をコツコツ
とやって、そこへつなげていきたいと思って
います。」 
５）住民主体の活動  
「できれば全世代での仕掛けづくりの裏方
に徹したいです。今までの事業でも、きっか
けがないと、最近よく耳にします。きっかけ
づくりをこれから事業の中でやっていって、
いつのまにかみなが巻き込まれてやってい
るということになればいいなと思っていま
す。今後もきっかけづくり、仕組みづくりを
やっていきたいと思っています。」 
６）ワンコインサービスなどサービスの拡充 
「新たにワンコインサービスを始めまし
た。それを会員さんたちにどれだけ浸透でき
るかということと、住民のみなさんがそれを
やっていただけるように、シルバー人材セン
ターの方に仕事がくるかどうかが課題かな
と思っています。」 
「いろいろ勉強しながらやっている段階
です。シルバー人材センターとしてこれから
何ができるかと考えています。お話を聞いて
徐々に進めていっている形で、それがシルバ
ーに合うかどうかは先の話になりそうです。
やっていきながらこなしていく段階だと思
っています。」 
７）生涯充実感を味わえる環境づくり 
「年齢を重ねていくと、いろんなものを失
くしていくんです。友だちとか自分の生活の
中での立場とか、そこを穴埋めできること、



親しい人、友だちが亡くなったらセンターで
友だちを増やしていく。家庭の中で自分の食
べるもの、着るものでさえ、遠慮して居場所
を失くしていくなら、ここでお買い物バスを
出して自分の食べたいものを買える環境を
つくる。失くしたもの補充していくことを心
がけて仕事をしています。」 
 
（３）考察 
本研究は、保健福祉分野で求められる当事
者主体、インクルージョン、エンパワメント
を統合した多世代共創プログラムを開発し、
25 年にわたる長期的な追跡調査と介入研究
を用いて､疫学および発達心理分野の「科学
的な根拠」に基づくプログラム開発を行った
点で、きわめて学際的で斬新な着想と方法論
を提案したものである。 
これまで多世代共創の効果に関する研究
は、個人レベルの評価にとどまっていた。し
かしコミュニティ・エンパワメントと結び付
けることで、地域活性化やインクルージョン
の促進など、実生活に結び付いた保健福祉支
援として大きく発展する可能性を示した点
で、新しい原理を提案したものである。 
著者らは、すでに 25 年にわたり本フィー
ルドで地域保健福祉サービスを継続的に提
供し、毎年、子どもの発達状況、健康診断情
報、死亡状況、医療費などのデータを収集し
ており、長期間の変化の動向について多角的
な情報解析を可能とした。コホート研究を用
いた妥当性の検証は、今後さまざまなプログ
ラムの「科学的な根拠」を確立する方法論の
提案となる点で画期的と言える。 
本研究の卓越した成果としては、多世代共
創プログラムの科学的な根拠を明示するこ
とで、街づくり計画などにおける地域活性プ
ログラム、施設機関における地域支援プログ
ラムとして活用し、プログラムの有効性に関
する確固とした意義付けにつながった点で
ある。 
また、25 年に及ぶ追跡研究に基づき、プロ
グラムの効果を評価し、その根拠に基づくコ
ミュニティ･エンパワメントのプログラムを
開発することは、日本はもとより海外にも乏
しく、国際的な意義は大きい。 
研究の成果は、科学的な根拠に基づくコミ
ュニティ･エンパワメントのプログラムとし
て、広く多くの地域で活用するとともに、コ
ミュニティ･エンパワメント効果の軌跡や影
響要因、妥当性に関する知見は、実践におけ
る定期的な評価の参照情報として、また専門
職の養成研修などに利用している。 
さらに、昨今高まる一方の当事者主体の支
援ニーズに答え、地域住民と専門職が協働し
て遂行する生涯におよぶ地域保健福祉サー
ビスの質向上に資するものである。 
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